近代日本における音楽演奏会場の位置づけに関する考察 : 日比谷公会堂を中心に by 新藤 浩伸

































































2 　なお、この 30 年史における記録は月毎に種類別の催事まで記録した詳細なものであり、のちに発行され







図表１　日比谷公会堂で開催された催事（1929 ～ 1949 年度）
小分類 中分類 種類 初出年度 累計数 小分類 中分類 種類 初出年度 累計数
1 1 交響楽演奏会 1929 1287 40 1 尺八大会・演奏会 1932 7
2 1 軽音楽演奏会 1929 313 41 4 式典行事 1932 66
3 1 室内楽演奏会 1929 105 42 6 体操発表会 1932 32
4 1 吹奏楽演奏会 1929 61 43 1 雅楽 1933 6
5 1 ハーモニカ演奏会 1929 16 44 6 ファッションショー 1933 12
6 1 邦楽演奏会 1929 182 45 1 チェロ独奏会 1934 15
7 1 音楽と映画 1929 62 46 1 民謡 1934 3
8 1 オペラ公演 1929 118 47 1 ジャズ 1935 5
9 1 独唱会 1929 229 48 1 朝鮮舞踊 1936 4
10 1 洋舞公演 1929 153 49 1 学芸会 1936 37
11 1 日本舞踊 1929 228 50 1 歌謡コンクール 1936 2
12 1 舞踊と映画 1929 288 51 1 少女歌劇 1936 2
13 2 講演会 1929 445 52 1 ハープ演奏会 1937 5
14 5 集会大会 1929 225 53 1 アコーデオン演奏会 1937 6
15 3 講演と映画 1929 286 54 2 演説会 1937 20
16 1 映画会 1929 443 55 4 歓迎会 1937 8
17 1 演劇会 1929 108 56 1 詩吟大会 1937 20
18 1 演芸会 1929 957 57 1 卓球大会 1937 12
19 6 ボクシング 1929 291 58 1 演芸と映画 1938 113
20 6 武道大会 1929 4 59 1 新作舞踊発表会 1938 13
21 1 ピアノ独奏会 1930 310 60 1 三曲演奏会 1939 3
22 1 合唱公演 1930 64 61 1 長唄の会 1939 3
23 1 民俗舞踊 1930 10 62 1 童謡 1939 12
24 4 記念式典 1930 71 63 1 歌謡発表会 1939 8
25 6 柔道大会 1930 14 64 1 児童劇の会 1939 3
26 6 古武道大会 1930 12 65 1 新内と舞踊 1939 3
27 4 クリスマス会 1930 8 66 6 体育の会 1939 7
28 1 ヴァイオリン演奏会 1931 209 67 3 講演と劇 1939 1
29 1 バレエ公演 1931 77 68 1 舞踊公演 1940 75
30 1 舞謡会 1931 35 69 1 舞踊コンクール 1942 3
31 3 講演と舞踊 1931 10 70 1 木琴演奏会 1945 1
32 1 邦楽と舞踊 1931 8 71 5 放送討論会 1945 34
33 1 英語劇 1931 3 72 5 公開録音 1946 139
34 6 レスリング 1931 20 73 1 子供音楽 1947 3
35 1 舞踊と音楽 1931 18 74 1 芸術祭 1947 3
36 6 体操研究発表会 1931 3 75 1 指笛演奏会 1948 2
37 1 能楽 1932 31 76 5 子供大会 1948 5
38 1 歌の発表会 1932 50 77 4 日比谷公園祭 1949 2
39 1 音楽コンクール 1932 81 累計催事数 7530
中分類：１娯楽の会、２講演会、３講演と余興、４式典、５集会、６スポーツ・ショー










奏だけでも累計で 1287 回行われており、全体の催事（7530 回）の中でも 17.1% を占める。「ク
ラシック音楽」の定義も一様ではないが、そのほか仮に室内楽演奏会（小分類 3、105 回）、オ
ペラ公演（小分類 8、118 回）、独唱会（小分類 9、229 回）ピアノ独奏会（小分類 21、310 回）、ヴァ
イオリン演奏会（小分類 28、209 回）、音楽コンクール（小分類 39、81 回）、チェロ独奏会（小












中分類 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942 1943 1944 1945 1946 1947 1948 1949 合計
1 娯楽の会 113 190 233 285 325 286 322 327 319 283 278 282 375 338 248 230 265 252 306 192 366 5815
2 講演会 11 9 10 0 29 13 14 18 39 36 65 40 29 27 19 23 25 19 20 10 9 465
3 講演と余興 2 16 26 11 7 13 20 12 18 28 30 30 31 23 17 13 0 0 0 0 0 297
4 式典 0 16 0 14 4 13 8 14 8 6 18 21 0 15 6 0 5 0 5 0 2 155




4 36 8 50 26 23 32 31 18 19 20 30 17 36 24 0 3 0 12 0 6 395
合計 140 279 282 375 391 363 399 402 425 372 411 403 452 471 341 296 314 320 394 248 452 7530








昭和 レコード生産枚数 指数 昭和 レコード生産枚数 指数
4 10,483,364 100.00 23 11,961,857 114.10
5 14,400,206 137.36 24 16,859,801 160.82
6 16,894,889 161.16 25 11,827,988 112.83
7 17,016,351 162.32 26 14,903,787 142.17
8 24,675,124 235.37 27 17,805,599 169.85
9 25,730,707 245.44 28 19,408,737 185.14
10 28,922,390 275.89 29 16,559,807 157.96
11 29,682,590 283.14 30 14,500,604 138.32
12 26,409,270 251.92 31 14,938,226 142.49
13 19,634,340 187.29 32 15,586,912 148.68
14 24,385,337 232.61 33 17,200,437 164.07
15 20,928,123 199.63 34 19,388,235 184.94
16 19,714,066 188.05 35 24,003,636 228.97
17 17,085,186 162.97 36 32,821,956 313.09
21 3,420,003 32.62 37 43,737,560 417.21
22 8,847,284 84.39 38 59,594,834 568.47
倉田喜弘『日本レコード文化史』岩波現代文庫、2006、p.190、227、257 より。
【注】
・指数は昭和４年を 100 とした。昭和 18 年～ 20 年は記録がなく、昭和 10 年と 13 年にはプラスαの数値がある。


























































62019 - - 1932.1.19-2.10 報知
2 肉弾三勇士の歌 124561 - 1932.3 1932.2.28-3.10 朝日
3 爆弾三勇士の歌 84177 1932.3.23 1932.4 1932.2.28-3.10 毎日
4 オリンピック選手応援歌 48581 - 1932.5.6 1932.4.17-4.30 朝日
5 国難突破　日本国民歌 57195 - - 1932.7.30-8.31 毎日
6 大東京市歌 14120 - 1932.9.19 1932.5.28-6.12 毎日
7 日本国民歌 57195 - 1932.10.18 1392.7.30-8.31 毎日
8 東京祭 15345 - 1933.7.2 1933.6.21-6.26 読売
9 健康児の歌 28563 - 1934.5.5 1934.3.12-4.5 朝日
10 満州国皇帝陛下奉迎歌 13650 - 1935.2.11 1935.1.10-1.31 読売
11 東北伸興歌 3420 - 1936.5.25 1936.4.27-5.20 河北
12 「女の階級」主題歌 7553 - 1936.9.25 1936.9.11-9.17 読売
13 「神風」声援歌 44495 - 1937.3.10 1937.2.17-3.5 朝日
14 北海博行進曲 1982 - 1937.3.28 1937.2.2-2.28 小樽





- 1937.9.11 1937.8.8-8.20 報知
17 皇軍大捷の歌 35991 1937.12.24 1937.12.19 1937.11.27-12.10 朝日
18 愛国行進曲 57578 1937.12.26 1938.1 1937.9-25-10.20 内閣情報部
19 日の丸行進曲 23805 - 1938.3.10 1938.2.11-2.28 毎日
20 日本万国博覧会行進曲 - 1938.4.22 - - キングレコードから発売
21 婦人愛国の歌 17828 - 1938.6 月号 1938.4 月号 主婦之友
22 大日本の歌 - 1938.10.11 -
日本文化中央連盟選定、ビクター
とコロムビアの両社から発売
23 大陸行進曲 21000 - 1938.10.15 1938.9.10-9.30 毎日
24 少年少女愛国の歌 17000 - 1938.11 月号 1938.8 月号 主婦之友




26 愛馬進軍歌 39047 - 1938.12.24 1938.10.15-11.5 陸軍省





25753 1939.1.20 1938.12.3 1938.10.9-10.31 朝日
29 国民舞踊の歌 11453 - 1939.2.25 1939.1.16-2.5 都
30 花の亜細亜 - 1939.3.19 - - 都新聞社懸賞入選歌
31 太平洋行進曲 28000 - 1939.3.27 1939.2.18-3.15 毎日
32 母を讃へる歌 21839 - 1939.5.13 1939.3.8-3.31 朝日
33 世界一周大飛行の歌 45203 - 1939.7.25 1939.7.14-7.20 毎日
34 出征兵士を送る歌 128592 - 1939.8.15 1939.7.7-7.31 講談社
35 空の勇士を讃へる歌 24873 - 1939.9.11 1939.7.26-8.31 読売
36 明治神宮国民体育大会の歌 - - 1939.11 - 厚生省
37 紀元二千六百年奉祝国民歌 18000 1939.12.15 1939.10.15 1939.8.20-9.20 NHK ほか
38 勤労奉仕の歌 10412 1939.12.15 1939.12.3 1939.11.15-11.25 毎日
39 防空の歌 16000 1940.4.22 1940.4.8 1940.2.17-3.20 朝日
40 興亜行進曲 29521 - 1940.6.5 1940.3.22-4.30 朝日
41 国民進軍歌 22792 - 1940.7.1 1940.6.1-6.20 毎日
42 航空日本の歌 25161 - 1940.9.12 1940.8.7-8.25 朝日
－56－
43 燃ゆる大空 - - 1940.9 - 陸軍省
44 靖国神社の歌 20000 1940.10.14 1940.10 月号 1940.6 月号 主婦之友
45 起てよ一億 - 1940.11.3 - - 海軍省海軍軍事普及部推薦歌
46 大政翼賛の歌 18731 1941.3.15 1941.1.10 1940.12.12-12.25 大政翼賛会
47 産業戦士の歌 - - 1941.1 - 産業報国会
48 出せ一億の底力 - 1941.1.13 1941.2 - 毎日
49 めんこい子馬 - - 1941.2 - 陸軍省
50 国民学校の歌 18536 1941.3.15 1941.2.15 1941.1.2-1.31 朝日
51 海国魂の歌 4906 - 1941.4.9 1941.3.3-3.25 読売
52 国民総意の歌 5998 - 1941.5.11 1941.3.21-4.15 読売
53 護れ太平洋 - - 1941.5 - 毎日
54 東亜共栄を讃ふる歌 - 1941.5.13 - -
帝都日日新聞社募集、内閣情報
局並に帝都日日新聞社選定
55 さうだその意気 - - 1941.7 -
読売 ( ※懸賞募集で当選作がな
かったため選定歌となる )
56 健康の歌 - - 1941.10 - 東京市




25000 - 1941.12.15 1941.12.9-12.13 朝日
59 特別攻撃隊を讃へる歌 8973 - 1942.4.8 1942.3.7-3.20 読売
60 大東亜戦争海軍の歌 - 1942.5.26 - - 海軍協会、朝日新聞社
61 七洋制覇の歌 多数 - 1942.5.27 1942.4.15-5.5 毎日ほか
62 村は土から／みたから音頭 - 1942.6.25 - -
読売新聞社、農山漁村文化協会
選定
63 隣組防空の歌 - 1942.7.4 - - 東京市選定





65 勤労報国隊歌 15721 - 1942.8.20 1941.6.21-7.20 朝日
66 日本の母の歌 20000 - 1942.9 月号 1942.6 月号 主婦之友
67 少国民進軍歌 - 1942.10.6 - -
軍事保護院、恩賜財団軍人援護
会、社団法人少国民文化協会
68 躍進鉄道歌 4500 - 1942.11.5 1942.9.19-10.14 朝日
69 増産音頭 3300 - 1943.3.7 1943.1.13-2.5 朝日ほか
70 米英撃滅行進曲 不明 - 1943.3.10 1943．3.30-5 月末 大政翼賛会












73 アッツ島血戦勇士顕彰国民歌 9683 - 1943.7.9 1943.6.3-6.20 朝日
74 学徒空の進軍 1236 - 1943.9.20 1943.8.25-9.15 読売報知





76 国民徴用挺身隊 3000 - 1943.11.26 1943.10.22-11.10 朝日
77 勝利の生産 - 1943.12.11 - - 朝日新聞社制定應徴戦士の歌　
78 輸送船行進歌 - 1944.1.31 - - 運輸通信相海運総局選定
79 特幹の歌／兄は征く - 1944.8.28 - - 読売新聞社選定、陸軍省献納歌
－57－
80 海の若人 - 1944.9.15 - - 運輸通信省選定












1945.2.11 - 1944.11.8-1945.1.10 情報局
84 国民の軍歌 15206 - 未発表 1945.8.5-8.15 日本音楽文化協会ほか




















- 1947.5.3 - -
憲法普及会制定。新憲法施行記
念講演会で発表





90 貿易音頭 - 1948.12.13 - - 日本貿易博覧会当選歌


































右：昭和 17 年７月 11 日、日比谷公会堂における「隣組防空群の歌」発表会（東京市、読売新
聞社主催、東部軍司令部、警視庁後援）『読売新聞』1942 年７月 12 日朝刊３面















　昭和７年３月 23 日 18 時半、東京日日新聞社主催で「爆弾三勇士の歌」発表会が行われた。
　大阪・東京朝日新聞と大阪毎日新聞・東京日日新聞は昭和７年２月 28 日から３月 10 日まで、
それぞれ三勇士をテーマに懸賞募集を行った。
　朝日は、題名を「肉弾三勇士の歌」とし、詞は長崎日日新聞の経済記者中野力の作品が選ば





























































































































































































































































































































年 12 月１日から翌年 11 月末まで活動した。設立の背景には、日本政府が自ら普及活動を行う
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